
共済ってなに？
今年４月に奈良県Ａ市に就職し、共済組合に加入することになりました。共済組合はどのような事業
を行っているのでしょうか。

医療・年金・福祉がワンセット

常勤職員は全員組合員

共済組合の事業

　自営業者などを対象とする国民健康保険と国民年
金は、それぞれが異なる組織が担当しています。ま
た、福祉事業（健診や保養所の運営など）も自治体
ごとに違います。
　一方、共済組合では医療・年金・福祉がワンセットに
なっており、これにより組織と事業の効率化を図り、
組合員とその家族（被扶養者）の生活の安定と福
祉の向上を目指すことができます。
　共済組合は、主に次の３つの事業を行っています。
①短期給付事業　地域や企業の医療保険に相当す

るもので、病気やけが、出産・育児、休業、災害、死亡
などの際に医療の給付や現金の給付を行います。
②長期給付事業　年金事業です。ご質問の方の場
合、65歳から国民年金（基礎年金）に合わせて共済
年金を受けとることができます。障害共済年金や遺
族共済年金もあります。
③福祉事業　健診や人間ドックを受けたり、保養所を
利用することができます。結婚や出産の費用、車や
住宅の購入費の貸付制度や貯金制度もあります。

　地方公共団体の常勤職員は、職員となったその日
から自動的に共済組合の組合員の資格を得ます。常
勤的非常勤職員も、一定の条件を満たせば組合員に
なることができます。
　新たに組合員になった方には、「組合員証等」が交付
されます。組合員証等は組合員とその被扶養者の資格
を証明する重要なもので、保険医療機関を受診するとき

などに必要となります。大切にあつかい、紛失したり破損
したらすぐ届け出てください。また、結婚、出産、就職など
で被扶養者が異動したときも、すみやかに届け出ましょう。
　共済組合の事業は、組合員の「掛金」と地方公共
団体の「負担金」によって運営されています。各種事
業の掛金と負担金の割合は、ほとんどが折半負担（各
1/2）です。

・療養の給付（自己負担は年齢によって１～３割）
・医療費が高額になったときの払い戻し
・出産、病気やけがでの休業、育児休業などの際の現金給付　など

・退職共済年金
・障害共済年金
・遺族共済年金　など

・保健事業
・貯金事業
・貸付事業

〈短期給付事業〉

〈長期給付事業〉 〈福祉事業〉

〈短期給付事業〉

〈長期給付事業〉 〈福祉事業〉

【訂正とお詫び】
　前回号（平成21年１月号）に掲載いたしました「知ってる？共済Ｑ＆Ａ」の記事の内容の中で誤りがございました。
　次のように訂正し、深くお詫び申し上げます。
Q&A設定年齢の変更
【誤】６２歳（昭和２１年７月生まれ）→【正】６３歳（昭和２０年11月生まれ）
　記事の趣旨は、特例による退職共済年金で定額部分の支給を受けている方が、65歳に到達し、当該定額部分が、老齢
基礎年金へ切り替わった場合の受給額がどのようになるかを問うた内容でした。
　退職共済年金は、支給要件を満たしていれば、生年月日に応じた年齢で受けることができますが（「特例による退職共
済年金」）、Q&Aの６２歳（昭和２１年７月生まれ）では、支給開始年齢の段階的引上げにより、退職共済年金の給与（給料）
の比例部分しか受給しておらず、定額部分の受給年齢（６３歳）に到達していないこととなります。（下図参照）

なお、計算式結果の変更はありません。

《昭和２０年4月２日～昭和２２年4月１日生まれの一般組合員》
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心から響きあう心地よさ
今回ご紹介するのは桜井市役所にお勤めの松田浩資さん。日本の伝統
芸能である「和太鼓」に日々情熱を注ぎ、多くの人に感動を与えていま
す。そんな松田さんの元気の源を探るべく、お話を伺ってきました。

きっかけは、子どもたちの姿

　私は、「初瀬太鼓麟角舎」で和太鼓を楽しんでいます。
このサークルは、和太鼓を通して地域交流をめざしてお
り、これまでに地元のイベント（祭り・文化祭等）だけでなく、
県内の老人ホームやNPO、それに保・幼・小・中学校などで
の催し等で発表を重ねてきました。
　私が和太鼓をはじめたきっかけは、職場（桜井東こども
センター）で小学生の和太鼓サークルの担当を任されたこ
とからです。当時の私は、和太鼓にはまったく興味がなく不
安が先立ったのですが、楽しそうに太鼓を響かせる子ども
たちの姿に触れて心が躍る感動を覚えました。見よう見ま
ねで子どもたちに教えてもらいながら曲を覚え、そのうちに
和太鼓の魅力に惹かれていきました。やがて、保護者や保
育士さんたちから「私もやってみたい」という声が上がり、練
習を重ね、数年後に「初瀬太鼓麟角舎」を発起しました。

～微力でも地域に貢献できれば～

　「初瀬太鼓麟角舎」のメン
バー構成は、学生・地方公務
員・保育士・教師・福祉関係
者・自営業・会社員・主婦と多
種多様で、年齢も１４歳から５
０歳代と幅広く、世代間の交
流も深めています。また、障が
いを持つ仲間も参加していま
す。中学生や高校生の、技術
だけではなく心の成長を見る

のも私の大きな楽しみのひとつです。
　そして、地域で発表の機会を与えていただくことで、私
たちと地域の人たちとの交流が深まり一体感も生まれてい
ます。そのことが、桜井市初瀬地域の「村おこし」や「活性
化」さらには、「地域の教育力の向上」に微力ながらも貢
献しているという実感を持つことができ、私自身充実した生
活を送ることができています。

和太鼓に出会えてよかった

　和太鼓は日本の伝統芸能で
すが、技術だけでなく体力が求
められます。一曲叩くと、息は上
がりクタクタになります。そういっ
た意味では、スポーツの雰囲気
を併せ持っています。
　また、個人の技術うんぬんで
はなく、打ち手であるみんなの
心をひとつにして叩かないと観
衆に感動を与えることができま
せん。最初の音からはじまって最後の礼まで、全員の気持
ちがこもった躍動感のある演奏が求められます。まだまだ
技術の未熟なサークルですが、それでも「太鼓の響きに感
動した。」「体が震える興奮を感じた。」と泣いて喜んで下さ
る地域の方やお年寄りもおられました。そんな時は、「自分
も相手も感動することができる和太鼓に出会えて本当によ
かった。」と、つくづく思うと同時に、「和太鼓をするために集
うのではなく、みんなとつながる手段として、大好きな太鼓で
響きあっているんだ。」ということの喜びを体感しています。
　今後は、チームの仲間をもっと増やし、演奏技術をみが
くとともに「心から響きあうことの心地よさ」を、少しでも多く
の人たちに伝えていければと思っています。
　また、そのことによって私自身が生きがいを感じ、逆にチ
ームの仲間からパワーをもらうことができ、日 リ々フレッシュ
した気持ちで仕事にも普段の生活にも望むことができてい
ます。
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